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明治時代やヨーロッパの近代革命等の問題集　
中3社会｜中学夏期テキスト[必修編]



第 講座

学習日　　月　　日

10 明治時代，ヨーロッパの近代革命

40

⑴　啓
けい

蒙
もう

思想…専
せん

制
せい

政治に疑問を唱え，人民の政治参加を説く啓蒙思

想が誕生。アメリカ独
どく

立
りつ

宣言やフランス革命に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。

⑵ イギリス…２度の革命→立憲君主制・議会政治が確立。

①　Ⓐ〔　 　〕革命…国王と議会が対立して内戦になる。

議会側が国王をたおし，クロムウェルは共和政を始める。

②　名
めい

誉
よ

革命…新しい国王が「権利章
しょう

典
てん

」で議会の権利を認める。

③　Ⓑ〔　 　〕革命…18世紀後半に蒸気機関が使われ始め，産業

が大きく発展→経済と社会のしくみも変化。資本家が労働者を雇
やと

う資本主義が成立。それを批判する社会主義も生まれる。

⑶　フランス…絶
ぜっ

対
たい

王
おう

政
せい

と免税特権を持つ身分への反発から，1789年

にフランス革命が起こる→国民議会をつくりⒸ〔　 　〕宣言を発

表→政治が不安定になり，軍人のナポレオンが皇
こう

帝
てい

の位につく。

⑷ アメリカ合衆国…イギリスから独立→大国に成長していく。

① 独立戦争…北部13州とイギリスとの間に独立戦争が起こり，

1776年に独立宣言を発表。初代大統領にワシントンが就任した。

② Ⓓ〔　 　〕戦争…奴
ど

隷
れい

制をめぐり北部と南部が対立し，1861

年に戦争が起こる→北部がリンカン大統領の指導の下で勝利。

⑸ イギリスのアジア進出…インドと中国（清
しん

）を相手に三角貿易。

① 清…Ⓔ〔 　〕戦争→不平等な南
ナン

京
キン

条約→太
たい

平
へい

天
てん

国
ごく

の乱。

② インド…1857年にインド大反乱→鎮
ちん

圧
あつ

，植民地支配が強まる。

⑴ 開国…アメリカのⒻ〔 　〕が来航→1854年に日
にち

米
べい

和
わ

親
しん

条約

を結ぶ→1858年には日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条約を結ぶ（領
りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

を認め，

1	ヨーロッパの近代革命

2	開国と幕府の滅
めつ

亡
ぼう

　

明　治江　戸

一
八
九
〇

一
八
八
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一
八
八
五
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八
八
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七
七
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六
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六
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六
一
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八

一
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五
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一
八
五
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一
八
五
一

一
八
四
〇

一
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四

一
七
八
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一
七
七
六

一
七
七
五

一
六
八
九

一
六
八
八

一
六
六
一

一
六
四
〇

第
一
回
帝て
い

国こ
く

議
会
が
開
か
れ
る
　

大だ
い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
発
布

内
閣
制
度
が
で
き
る
（
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

）

国
会
開
設
の
勅ち
ょ
く

諭ゆ

西せ
い

南な
ん

戦
争
（
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

ら
）

江こ
う

華か

島と
う

事
件
→
日に
っ

朝ち
ょ
う

修し
ゅ
う

好こ
う

条じ
ょ
う

規き

（
七
六
）

民み
ん

撰せ
ん

議ぎ

院い
ん

設せ
つ

立り
つ

の
建け
ん

白ぱ
く

書し
ょ

（
板い

た

垣が
き

退た
い

助す
け

ら
）

徴ち
ょ
う

兵へ
い

令れ
い

　
地ち

租そ

改か
い

正せ
い

学が
く

制せ
い

公
布

廃は
い

藩は
ん

置ち

県け
ん

版は
ん

籍せ
き

奉ほ
う

還か
ん

五ご

箇か

条じ
ょ
う

の
御ご

誓せ
い

文も
ん

が
出
さ
れ
る

戊ぼ

辰し
ん

戦
争
が
起
こ
る
（
～
六
九
）

大た
い

政せ
い

奉ほ
う

還か
ん

（
徳と

く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

）　
王お
う

政せ
い

復ふ
っ

古こ

の
大だ
い

号ご
う

令れ
い

薩さ
っ

長ち
ょ
う

同
盟
が
結
ば
れ
る
（
坂さ

か

本も
と

龍り
ょ
う

馬ま

が
仲
介
）

●
ア
メ
リ
カ
の
南な
ん

北ぼ
く

戦
争
（
リ
ン
カ
ン
・
～
六
五
）

安あ
ん

政せ
い

の
大た
い

獄ご
く

（
井
伊
直
弼
）
→
桜さ
く
ら

田だ

門も
ん

外が
い

の
変
（
六
〇
）

日に
ち

米べ
い

修し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商し
ょ
う

条
約
（
井い

伊い

直な
お

弼す
け

）

日に
ち

米べ
い

和わ

親し
ん

条
約
（
ペ
リ
ー
）

ペ
リ
ー
が
浦う
ら

賀が

に
来
る

●
清し
ん

で
太た
い

平へ
い

天て
ん

国ご
く

の
乱
（
～
六
四
）

●
ア
ヘ
ン
戦
争
（
～
四
二
）
→
南ナ
ン

京キ
ン

条
約

●
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
に
な
る

●
フ
ラ
ン
ス
革
命
・
人じ
ん

権け
ん

宣
言

●
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命

●
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言

●
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
（
～
八
三
）

●
イ
ギ
リ
ス
の
権
利
章し
ょ
う

典て
ん

●
イ
ギ
リ
ス
の
名め
い

誉よ

革
命

●
フ
ラ
ン
ス
の
絶ぜ
っ

対た
い

王お
う

政せ
い

（
ル
イ
14
世
・
～
一
七
一
五
）

●
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
（
～
六
〇
）

時
代

年
代

で　

き　

ご　

と

文ぶ
ん

明め
い

開か
い

化か

新聞・郵便・電信・交通
学
がく

問
もん

のすゝ
（す）

め（福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

）
鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

啓け
い

蒙も
う

思
想

社
しゃ

会
かい

契
けい

約
やく

説
せつ

・抵
てい

抗
こう

権
けん

（ロック）・イギリス
法
ほう

の精
せい

神
しん

・三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

（モンテスキュー）・フランス
社会契約説・人

じん

民
みん

主
しゅ

権
けん

（ルソー）・フランス

イギリス 中国（清）
茶・絹

工業製品・
綿織物

アヘン

銀

インド

銀 銀

3イギリスの三角貿易

日米和親条約で開かれた２港
日米修好通商条約で開かれた５港 函館

神奈川（横浜）

下田

新潟

兵庫（神戸）

長崎

0 200km

はこだて

にいがた

ながさき

ひょう ご こう べ
しも だ

よこはまか　な がわ

4幕末の開港地

2人権宣言（フランス，1789年）

第 １条　人は生まれながらに，自由で
平等な権利を持つ。社会的な区別は，
ただ公共の利益に関係のある場合に
しか設けられてはならない。

第 ３条　主権の源は，もともと国民の
中にある。 （部分要約）

ロック 社会契
けい

約
やく

説
抵
てい

抗
こう

権

民主的な政府のあり方
を説いた。

モンテス
キュー

法の精神
三権分立

独裁ではなく三つの権
力の分立を説いた。

ルソー
社会契約説
人民主権

国の主権は国民にある
ことを説いた。

1啓蒙思想
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第 講座

学習日　　月　　日 41明治時代，ヨーロッパの近代革命

関
かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

がない）→貿易が始まると物価が上
じょう

昇
しょう

し，経済が混乱。

⑵　尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運動…天皇を尊び，外国勢力の排
はい

除
じょ

を目指す運動が高ま

る。大
たい

老
ろう

のⒼ〔　 　〕が幕政に反対する大名，公
く

家
げ

，尊王攘

夷派を弾
だん

圧
あつ

（安
あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

）→桜
さくら

田
だ

門
もん

外
がい

の変で暗殺される。

⑶　江戸幕府の滅亡…欧
おう

米
べい

に敗れた長
ちょう

州
しゅう

藩
はん

と薩
さつ

摩
ま

藩は，倒幕のために

1866年薩
さっ

長
ちょう

同
どう

盟
めい

を結ぶ→将軍徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

がⒽ〔　 　〕を行い，

政権を朝
ちょう

廷
てい

に返す。幕府が滅亡→倒
とう

幕
ばく

派による王
おう

政
せい

復
ふっ

古
こ

の大
だい

号
ごう

令
れい

→

旧幕府軍が戊
ぼ

辰
しん

戦争で新政府軍に敗れる。

⑴　明治政府の成立…1868年，明治天皇が五
ご

箇
か

条
じょう

の御
ご

誓
せい

文
もん

で新しい政

治の方針を定める。1869年の版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

と1871年のⒾ〔　 　〕

で中央集権国家をつくる。身分制度の廃
はい

止
し

，解放令。

⑵　三大改革…学
がく

制
せい

を公布し，小学校教育を義務化。徴
ちょう

兵
へい

令
れい

で満20歳
さい

以上の男子に兵役の義務。財政の安定のためにⒿ〔　 　〕を

実
じっ

施
し

し，土地の所有者に税を現金で納めさせる。

⑶　Ⓚ〔　 　〕…経済を発展させ，軍隊の強化を目指す方針。

●殖
しょく

産
さん

興
こう

業
ぎょう

政策…群馬県に官
かん

営
えい

模
も

範
はん

工場の富
とみ

岡
おか

製糸場を建設。

⑷　文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

…欧米文化が取り入れられ，都市を中心にれんが造りの

建物や馬車，ガス灯が普
ふ

及
きゅう

し，洋服も広まる。太
たい

陽
よう

暦
れき

の採用。

●思想…福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

「学問のすゝ
（す）

め」，中
なか

江
え

兆
ちょう

民
みん

がルソーの思想を紹介。

⑴　岩
いわ

倉
くら

使節団…岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

を全権大使とする使節団。

⑵　清・朝
ちょう

鮮
せん

…清と対等な日
にっ

清
しん

修
しゅう

好
こう

条
じょう

規
き

を結ぶ。武力で朝鮮を開国さ

せる征
せい

韓
かん

論
ろん

（西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

・板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

）→敗れた西郷らは政府を去る。

1875年にⓁ〔　 　〕事件→翌年，日
にっ

朝
ちょう

修
しゅう

好
こう

条
じょう

規
き

を結ぶ。

⑶　その他…ロシアと樺
から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交
こう

換
かん

条約。蝦
え

夷
ぞ

地
ち

を北海道と改め，

開
かい

拓
たく

使
し

を置き，屯
とん

田
でん

兵
へい

が開拓。琉
りゅう

球
きゅう

王国は琉球藩から沖縄県へ。

⑴　自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運動…藩
はん
閥
ばつ
政治への不満から，1874年に板垣退助らが，

民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

を提出。国民の政治参加を目指す。

⑵　Ⓜ〔　 　〕戦争…1877年，西郷隆盛を中心に士族が反乱を起こ

す→政府軍が鎮圧。以後，政府への批判は言論が中心になる。

⑶　国会開設へ…1880年に国
こっ

会
かい

期
き

成
せい

同
どう

盟
めい

を結成→1881年に政府が国会

開設の勅
ちょく

諭
ゆ

を出す→板垣退助は自
じ

由
ゆう

党，大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

は立
りっ

憲
けん

改
かい

進
しん

党。

⑷　憲法制定の準備…ドイツなどで学んだⓃ〔　 　〕は，1885

年に内閣制度をつくって初代内閣総理大臣に就任した。

⑸　Ⓞ〔　 　〕憲法…1889年発布。天皇が元
げん

首
しゅ

。帝国議会は

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

とⓅ〔　 　〕の二院制。翌年，教
きょう

育
いく

勅
ちょく

語
ご

が出される。

⑹　第１回帝
てい

国
こく

議会…衆議院議員の選挙権は，直接国税を15円以上納

める満Ⓠ〔　 　〕歳以上の男子に与えられた。

3	明治維
い

新
しん

　

4	明治初期の外交　

5	憲法の成立　
樺太・千島交換条約
（1875年）

小笠原諸島の帰属
（1876年）

沖縄県の成立
（1879年） 太 平 洋

日清修好条規
（1871年）

江華島事件
（1875年）

千島列島

琉球列島

ち しま

カンファ ド

こう か とう

お がさわらしょとう　

か
ら
ふ
と

りゅうきゅう

樺
太日朝修好条規

（1876年）

にっちょうしゅうこうじょう き

にっしん

ちょうせん

朝鮮

ロシア

しん

清

8明治初期の外交

その他
武器 茶

その他

（「日本経済史３」より）（1865年）

輸入 輸出

1407.7
万ドル

1849.1
万ドル

毛
織
物 生

糸
き
い
と

綿
織
物 47.6％

84.2％36.8

7.6
8.0 5.3

10.5

5幕末の貿易

貿易相手国はイギリスが中心。貿易商人
が生

き

糸
いと

を買い占め，国内で品不足になった。

6五箇条の御誓文

一　広ク会議ヲ興
おこ

シ万
ばん

機
き

公
こう

論
ろん

ニ決スベシ
一　上

しょう

下
か

心ヲ一
いつ

ニシテ盛
さかん

ニ経
けい

綸
りん

ヲ行ウベシ
一 　官

かん

武
ぶ

一
いっ

途
と

庶
しょ

民
みん

ニ至ル迄
まで

，各
おのおの

其
その

志ヲ
遂
と

ゲ，人
じん

心
しん

ヲシテ倦
う

マザラシメンコ
トヲ要ス

一 　旧来ノ陋
ろう

習
しゅう

ヲ破リ，天地ノ公
こう

道
どう

ニ
基
もとづ

クベシ
一 　智

ち

識
しき

ヲ世界ニ求メ，大
おおい

ニ皇
こう

基
き

ヲ振
しん

起
き

スベシ

7地租改正（1873年）

① 　土地の所有者と価格（地価）を定
め，地券を発行する。

② 　年
ねん

貢
ぐ

のような収
しゅう

穫
かく

高
だか

ではなく，地
価を基準に税をかける。

③ 　税率は３％とし，土地所有者が現
金で納める。

地租は国家収入の大半を占め，財政が安定
→税負担は変わらず，各地で地租改正反
対一
いっ

揆
き

。1877年に税率を2.5％に下げる。

9大日本帝国憲法（部分）

第 １条　大日本帝国ハ万
ばん

世
せい

一系ノ天皇
之
これ

ヲ統治ス
第３条　天皇ハ神聖ニシテ侵

おか

スベカラズ
第 ４条　天皇ハ国ノ元首ニシテ統治権ヲ
総
そう

攬
らん

シ此
こ

ノ憲法ノ条規ニ依
よ

リ之ヲ行ウ
第 20条　日本臣

しん

民
みん

ハ法律ノ定ムル所ニ
従イ兵役ノ義務ヲ有ス

第�29条　日本臣民ハ法律ノ範
はん

囲
い

内ニ於
おい

テ
言論著作印行集会及

および

結社ノ自由ヲ有ス

国民は「臣
しん

民
みん

」とされ，法律の範囲内で言
論や信

しん

仰
こう

の自由などの権利が認められた。
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42 第 10講座

演 習 問 題
1	〈年表問題〉右の年表を見て，次の問いに答えなさい。
⑴　ａの翌年に結ばれた条約は何か。�〔 条約〕

⑵　ｂの条約について，次の問いに答えなさい。

①　この条約で開かれた港にあてはま

らないものを，右の地図中のア～カ

から１つ選びなさい。

� 〔 〕

②　朝
ちょう

廷
てい

の許可を得ずにこの条約を結

んだ大老はだれか。

� 〔 〕

③　開国後行われた貿易での主な輸出品と輸入品を，次からそ

れぞれ選びなさい。

� 輸出品〔 〕　輸入品〔 〕

　ア　銀　　　　イ　生
き

糸
いと

　　　　　

　ウ　陶
とう

磁
じ

器
き

　　エ　毛織物・綿織物

⑶　ｃの期間に起こった次のできごとを，年代の古い順に並べなさい。�〔 → → → 〕

ア　薩
さっ

長
ちょう

同
どう

盟
めい

の成立　　イ　大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

　　ウ　戊
ぼ

辰
しん

戦争の開始　　エ　下
しもの

関
せき

砲
ほう

台
だい

の占
せん

領
りょう

⑷　ｄについて，次の問いに答えなさい。

①　右の資料は，ｄで示された方針である。これを何というか。

� 〔 〕

②　この方針を出した政府は，特定の藩の出身者が実権をにぎっ

たため，藩
はん

閥
ばつ

政府とよばれた。藩閥にあてはまらない藩を，次

から１つ選びなさい。� 〔 〕

　ア　土
と

佐
さ

藩　　イ　薩
さつ

摩
ま

藩　　ウ　長
ちょう

州
しゅう

藩　　エ　会
あい

津
づ

藩

⑸　ｅの政策を何というか。� 〔 〕

⑹　ｆと同じ年に群馬県では官営模
も

範
はん

工場が操業を開始している。この工場を何というか。

� 〔 〕

⑺　ｇと同じ年，武力で朝
ちょう

鮮
せん

に開国をせまることを主張した人々が政府を去った。この主張を何というか。

� 〔 〕

⑻　次の文は，ｈについての説明である。文中の ａ，ｂにあてはまる語句と数字を答えなさい。

� ａ〔 〕　ｂ〔 〕

　「地価を定め，土地所有者に ａ を発行し，地価の ｂ ％を現金で納めさせた。」

⑼　ｉの期間に起こった次のできごとを，年代の古い順に並べなさい。�〔 → → → 〕

ア　西
せい

南
なん

戦争が起こる。　　　　イ　自由党と立憲改進党が結成される。

ウ　内閣制度がつくられる。　　エ　国会開設の勅
ちょく

諭
ゆ

が出される。

⑽　ｊの選挙で選挙権を与えられたのはどのような人々か。簡単に答えなさい。

　〔 〕

年代 主なできごと

1853

1858

1860

1868

1869

1872

1873

1874

1889

1890

ペリーが浦
うら

賀
が

に来る����� ａ

日米修好通商条約が結ばれる� ｂ

桜田門外の変が起こる

　

新しい政治の方針が出される� ｄ

土地と人民を政府に返させる� ｅ

学制が公布される������ ｆ

徴兵令が出される������ ｇ

地租改正が行われる����� ｈ

民撰議院設立の建白書が出される

　　　

大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲法が発布される

第１回帝国議会が開かれる�� ｊ

ｃ

ｉ

一　広ク会議ヲ興
おこ

シ万
ばん

機
き

公
こう

論
ろん

ニ決スベシ

一　上
しょう

下
か

心ヲ一
いつ

ニシテ盛
さかん

ニ経
けい

綸
りん

ヲ行ウベシ

一 　官
かん

武
ぶ

一
いっ

途
と

庶
しょ

民
みん

ニ至ル迄
まで

，各
おのおの

其
その

志ヲ遂
と

ゲ，

人
じん

心
しん

ヲシテ倦
う

マザラシメンコトヲ要ス

一 　旧来ノ陋
ろう

習
しゅう

ヲ破リ，天地ノ公
こう

道
どう

ニ基
もとづ

クベシ

一　智
ち

識
しき

ヲ世界ニ求メ，大
おおい

ニ皇
こう

基
き

ヲ振
しん

起
き

スベシ

ア

イ

ウ

エオ

カ

0 200km
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43明治時代，ヨーロッパの近代革命

2	〈ヨーロッパの近代革命〉次の史料（部分要約）を見て，下の問いに答えなさい。

⑴　Ａの宣言は，啓
けい

蒙
もう

思想に大きな影響を受けている。社会契約説と人民主権を唱えたフランスの啓蒙思

想家を，次から１つ選びなさい。� 〔 〕

　ア　ロック　　イ　モンテスキュー　　ウ　ルソー　　エ　ワシントン

⑵　Ｂの宣言を何というか。� 〔 〕

⑶　Ｃは，ある戦争の途
と

中
ちゅう

に行われた演説の内容である。この戦争は何か。� 〔 〕

⑷　Ｄについて，次の問いに答えなさい。

①　Ｄは，ある革命の後に出されたものである。その革命は何か。� 〔 〕

②　イギリスでは，その後工業で蒸気機関が使用されるようになり，「世界の工場」とよばれ，経済や

社会のしくみが大きく変化した。このことを何というか。� 〔 〕

③　右の図は，イギリス・中国（清）・インドで行われた三角貿易を示

している。図のａ，ｂにあてはまるものを，次からそれぞれ選びなさい。

� ａ〔 〕　ｂ〔 〕

　ア　工業製品　　イ　茶・絹　　ウ　アヘン　　エ　銀

⑸　Ａ～Ｄを，出された年代の古い順に並べなさい。� 〔 → → → 〕

3	〈明治時代の政治・外交・文化〉次の問いに答えなさい。
⑴　1872年に学制が公布されたが，教育の義務を課されたのは満何歳以上の男女か。�〔満 歳以上〕

⑵　明治時代には，欧米の文化が盛んに取り入れられ，都市を中心に欧米の建物やガス灯，洋服などが広

まった。このことを何というか，漢字４字で答えなさい。� 〔 〕

⑶　「学問のすゝめ」を著し，新しい思想を紹
しょう

介
かい

した人物はだれか。� 〔 〕

⑷　次の説明にあてはまる地域を，下からそれぞれ選びなさい。�

①　開
かい

拓
たく

使
し

が置かれ，屯
とん

田
でん

兵
へい

が開拓を行った。　　〔 〕

②　日本は江
こう

華
か

島
とう

事件をきっかけに条約を結んだ。〔 〕

　　ア　朝鮮　　イ　中国（清）　　ウ　ロシア　　エ　琉球（沖縄県）　　オ　北海道

⑸　憲法制定への動きについて，次の問いに答えなさい。

①　国会開設に備えて政党がつくられた。立憲改進党を結成した人物を，次から１つ選びなさい。

　ア　西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

　　イ　板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

　　ウ　大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

　　エ　大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

� 〔 〕

②　憲法の草案をつくり，初代内閣総理大臣に就任した人物はだれか。� 〔 〕

⑹　大日本帝国憲法について，次の問いに答えなさい。

①　大日本帝国憲法では，国民の言論や信仰の自由はどのように定められたか。「法律」の語句を用いて，

簡単に答えなさい。　〔 〕

②　大日本帝国憲法が発布された翌年に出され，忠君愛国の精神を示し，日本国民の精神的なよりどこ

ろとされたものは何か。� 〔 〕

カンファ ド

イギリス 中国（清）

インド

a
b

aa

Ａ　アメリカ独立宣言

　我々は以下のことを自
明の真理であると信じる。
人間はみな平等につくられ，
ゆずりわたすことのできな
い権利を神によってあたえ
られていること，……

Ｃ　大統領リンカンの演説

……人民の，人民による，
人民のための政治を地上
から決して絶

ぜつ

滅
めつ

させない
ために，我々がここで固
く決意することである。

Ｂ　フランスで出された宣言

第 １条　人は生まれなが
らに，自由で平等な権
利を持つ。社会的な区
別は，ただ公共の利益
に関係のある場合にしか
設けられてはならない。

Ｄ　イギリスの権利章典

第 １条　議会の同意なし
に，国王の権限によって
法律とその効力を停止
することは違

い

法
ほう

である。
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塾・学校の先⽣限定サイト

お問い合わせフォーム

Bunri�TeachersʼSite�

紙⾯サンプルはここまでです。

弊社教材サンプルをご覧いただき
ありがとうございます。

登録無料で、他にも便利な機能がたくさん！
ぜひお役⽴て下さい。

Bunri�TeachersʼSite�へのご登録で、
全ページ版をご覧いただけます。

教材サポート 最新の教育情報 各種教材やテストの
お問い合わせ・お申込み

※Bunri Teachers’ Siteは，塾・学校の先生方のための情報サイトです。
　ユーザー登録していただくことで，会員限定の詳細情報をご覧いただくことができます。
　本サイトは一般の方のご利用をお断りしております。予めご了承ください。

単元テスト、指導用資料、
学習サポートアイテムなど
指導をサポートするコンテンツ

社会時事問題、高校入試分析、
教科書採択情報など最新の
教育に関する情報をお届け

生徒さま一人一人に合った教材・
テスト・デジタルコンテンツを
ご提案

�員��はこちら
※ご��には弊�発⾏の招待コードが必�です。

招待コード発⾏や�材の内�・ご購���等
お気軽にお問い�せ下さい。

https://contact.gakken.jp/user/op_enquete.gsp?sid=1244&mid=000604Cs&hid=2h1N82P2L_0
https://bts.bunri.co.jp/Home/Debut?utm_source=sample_pdf&utm_medium=pdf_link&utm_content=summer_social_C3
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